プレスリリース
発表日：2004年３月３日

タイトル：病院債の発行好調、博愛会は募集総額を上回る申込み

問い合わせ先：　○特定医療法人　博愛会　菅間記念病院　事務長　大沢正行

　　　　　　　　　　　　　　　〒325-0046　栃木県黒磯市大黒町２番５号　

　　　　　　　　　　　　　　　電話0287-62-0733　ＦＡＸ0287-63-9357

· 中井生活経済研究所　所長　中井  惠美子

　　　　　　　（病院債一号、二号のコンサルティングを担当）

　　　　　　　〒113-0033　東京都文京区本郷3-25-1-401

電話　03-3813-0972　ＦＡＸ03-3813-0975

　携帯090-5240-5108

＜内容＞

地域医療振興債といわれる病院債の発行が好調である。第一号は診療所を運営する医療法人社団明正会（東京都葛飾区）で、２月２０日に４９００万円を完売したばかり。第二号は菅間記念病院を運営する特定医療法人博愛会（栃木県黒磯市）で、３月３日、当初予定額（１億円)を上回る１億２000万円を発行した。

博愛会の購入者は２6名。法人７名、個人１９名と個人の数が多く、個人の内訳は、博愛会の理事・役職員10名、患者３名、その他縁故者が７名という構成になっている。７法人のなかには、地域の地銀（栃木銀行）がはいっており、金融機関の病院債購入は栃木銀行が我国初となる。

申込み金額は一口２５０万円で、上限を４口まで１０００万円とした。個人でも４口購入が２名、２口購入が６名と、医療法人関係の富裕層が購入している。

地域医療振興債の発行は、証券会社などの引受はなく、医療法人自身が発行の段取りを行っている。一号、二号の発行をコンサルティングした中井生活経済研究所は、「医療法人が少人数私募債の形式で縁故者を対象に資金調達ができることが、明正会、博愛会の発行によって証明された。今後の課題は、学校債と同様、一般公募に近い形で広く地域住民によびかけられる体制づくり。そのためには厚生労働省のガイドラインの策定が必要と考えられる」と語っている。

(注)　第一号の明正会が、病院ではなく診療所であるため、病院としての発行は、博愛会が第一号となる

1．発行の概要

	項　目
	内　　　容

	･発行主体
	特定医療法人社団　博愛会

栃木県黒磯市大黒町２番５号

	･発行金額
	総額 １億２０００万円　(２５０万円×４８口)

	･使途目的
	電子カルテの導入ならびに病院施設改修資金

	･発行日
	平成１６年３月３日　　　　

	･償還期限
	平成２１年３月３日(５年債)　

	･利率
	年1.5％

	･担保･保証
	無担保・無保証

	･その他
	(1) 決算期3月以内に地域医療振興債購入者全員に、医療法人会計基準に基づいた決算内容等を開示する。

(2) 理事購入の地域医療振興債は他の債権者に劣後して償還される。

(3) 償還原資の確保のため、対象資産の減価償却費相当額以内を預金にして資金を留保する


２．購入者の内訳 

　　
	
	人数
	口数
	人数構成比
	口数構成比

	患者様
	３
	３
	12％
	6％

	理事
	４
	５
	15％
	10％

	役・職員
	５
	10
	19％
	21％

	その他
	7
	13
	27％
	27％

	個人計
	19
	31
	73％
	65％

	法人
	7
	17
	27％
	35％

	総合計
	26人
	４８口
	100％
	100％


3．発行にあたっての博愛会理事長所感

特定医療法人博愛会は、地域との関係を密接なものとし、地域に開かれた病院経営を実現することを目的として、病院として日本で始めて地域医療振興債を発行いたしました。SRI（社会的責任投資）の仕組を導入することにより、地域の意見がよりいっそう病院運営に反映されるものと期待しております。本債券の発行は、日本医療法人協会が定めた地域医療振興債の発行基準に従いました。即ち、病院経営の｢公益性｣と｢健全性｣が確保されていること、その情報を開示することが発行の条件と考えております。特定医療法人は、独立採算の民間の法人として効率的経営と同時に、公益性の高い運営が求められます。博愛会は特定医療法人として、将来にわたって経営の｢公益性｣と｢健全性｣の両要件を満たしていくべく、全職員一丸となって努力していかなければならないと考えております。
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